
新型コロナウイルスに対する
UNDPの対策
復興のその先〜2030年に向けて〜





国連とUNDP
が展開する
3つの⽀援 社会経済⽀援 保健・医療⽀援 ⼈道⽀援



復興のその先、
2030年を⾒据える

複雑で不確かな状況
に対処する

選択する

UNDPの新型コロナウイルス対策
第⼆段階では、意思決定を後押し



7つの転換点：
新型コロナウイルス後の
未来を形作る選択肢

UNDPが、 重⼤な変化を起こしうる
と考える7つの転換点を紹介します。
国連事務総⻑による世界的な停戦要
請に盛り込まれた平和の新たな追求
や、排他的な⾔動、⼈種差別、ジェ
ンダーの不平等などに取り組むため
の断固とした⾏動などが含まれてい
ます。

コロナ禍により、⼈間開発は後退を
強いられています。が、これらの転
換点は、2030年に向けて、持続可能
な開発⽬標を羅針盤とし、復興のそ
の先に歴史的な⾶躍を実現するため
の道のりを⽰しています。

01
社会契約

より深い連帯に基づい
た、権利を主軸とした

社会契約

02
能⼒

医療と所得格差への
取り組みに焦点を当
てた能⼒⾰命

03
気候と⾃然を
活⽤した転換

持続不可能な消費と
⽣産、そして炭素排出を
経済成⻑から切り離す

04
包摂性と多様性

ジェンダー平等を含む
包摂性と多様性実現のた
めの断固とした⾏動

05
デジタル化に向けた
創造的破壊

⼈と地球のためのデジタル
アクセラレーション

06
平和

平和で強靭性の⾼い
国家制度と、予防、
備え、危機管理が
可能な社会

07
⼈権と多国間主義
多国間主義と
世界⼈権宣⾔の
再確認

復興への道すじ



コロナ禍における国連の
社会経済的対応を
主導するUNDPの役割

内側の円は、コロナ禍における社会
経済的対応に向けた国連の枠組みの
柱です。
UNDPはこの枠組みを技術⾯で主導
します。

外側の円は、UNDPが独⾃に実施す
る⽀援の4つの分野です。

社会保障
格差の根絶

グリーン経済
⾃然、気候、経済の
バランスを取り戻す

ガバナンス
新しい社会契約の構築

デジタル・
ディスラプション

より速く、
より広く届ける

医療サービスを
第⼀に

⼈々の⽣活を
守る

経済的対応と
復興

マクロ経済的対応

社会的結束
の促進



イノベーションとファイナンスのためのパートナーシップ
新型コロナウイルス対応をSDGsと整合させるための統合的国家資⾦枠組み（INFFs）を、50以上の政府と共に推進しています。

欧州連合 ⺠間セクター SDG共同基⾦ 国連常駐調整官 中⼩企業（SMES） 国際⾦融機関(IFIS) 国連諸機関

他のパートナー機関としては、以下の組織が含まれています。

UNDPアクセラレーター・ラボ
• 地域開発ソリューションの発⾒や検証を⾏う独⾃の仕組み
• 新型コロナウイルスへの準備、対応、復興を⽀援するための機敏な対応



取り組みに必要な資⾦

分野 必要な資⾦
1+2. 保健・医療⽀援の継続 2億ドル
3. ガバナンス 1億5千万ドル
4. 社会保障- 格差の根絶 1億2千万ドル
5. グリーン経済 1億5千万ドル
6. デジタル化に向けた創造的破壊・イノベーション 8千万ドル
合計 7億ドル

フェーズ1の継続

フェーズ2の展開

新型コロナウイルス対応のためのUNDPの資⾦調達チャネル
連携機関は、これらの補完的な資⾦調達メカニズムを通じて取り組みを⽀えることができます。

テーマ別資⾦ 通常資⾦
(コア資⾦)

国レベルの
直接資⾦

新型コロナウイルスのため
の国連対応・復興基⾦

グローバル⼈道⽀援計画
(GHRP)



通常資⾦への拠出国（2019年）の皆様に感謝を申し上げます。


